
人事委員会裁決を受けた教育長・教育委員共同声明 

 

今回の人事委員会の裁決には、教育委員会において慎重に調査・審議を重ね

た内容が十分に反映されているとはいえない。よって、それらの点について、

新たな証拠を提出し、再審を求めることとした。 

今回の裁決は、長年にわたる体罰・暴言等によって児童、保護者、教職員が

受けた心身の苦痛を正当に評価しておらず、被害者側の証人になることの心理

的負担や二次被害等への考慮もなされていないなど、あまりに一方的と言わざ

るを得ない。 

こどもが安心して過ごせる環境づくりは、教育委員会の最も基本的な責務で

ある。体罰や暴言等を繰り返す教員を懲戒免職にできないならば、こどもの安

全・安心は守れない。人事委員会には、被処分者のみならず、被害者の人権も

考慮した、責任ある判断を求めたい。 

 

令和８年（２０２６年）１０月１６日 

熊本市教育長・熊本市教育委員 

 


